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麻しん情報 
 

平成20年1月1日から麻しん（はしか）は、五類感染症 全数把握対象疾患に変更になり、麻しんを診断

した医療機関はすべて最寄りの保健所に届出が必要となりました。 

横浜市における麻しんの発生状況 2008年1月分について報告いたします。 
 

＜麻しんの発生動向調査＞ 

1981年7月     小児科定点からの報告に基づいた小児の麻しんの発生動向調査を開始。 
 

1999年4月から2007年12月31日 

「感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律」に基づき、麻しん 

及び成人麻しんの発生動向調査を実施。 

 

定点把握 

● 小児科定点 （麻しん）  全国 約 3,000 

● 基幹病院定点 （成人麻しん） 全国 約   500 
 

2008年1月1日 定点把握 対象疾患から、全数把握対象疾患に変更。 

その背景として、次の3点があげられます。 

 （1）近年小児科定点からの報告数が大幅に減少してきたこと 

 （2）2007年の流行では、10代、20代での麻しん患者発生数の増加が指摘されましたが、

これまでの2種類の定点把握システムでは、流行状況を正確に評価することが困難

であったこと 

 （3）今後2012年を目標とする国内からの麻しん排除に向けて、国内の全ての発生例を

正確かつ迅速に把握することが必要とされたこと 

 

＜全国・神奈川県の発生状況＞ 

全国および近隣における麻しんの報告数を

表に示しました（表1）。 

人口10万対で比較すると、横須賀市66.21と

非常に多いことがわかります。横浜市7.41、川崎

市2.55でした。 

横須賀市では麻しんの流行を防ぐための緊

急措置として、麻しんの予防接種を受けたことが

なくかつ麻しんに罹患したことがない人を対象

（平成20年2月1日から3月31日までの2か月間、

満2歳から高校3年生（相当年齢）までの横須賀

市民）に、無料の定期外予防接種の機会を提供しています。 
 

＜横浜市の発生状況＞ 

横浜市における麻しんの2008年1月分（診断日：2008年1月1～31日）の報告数は、144人でした。 

・区別（図1-1）では、戸塚26人、南19人、金沢15人、栄・港北13人、中11人の順に多く、人口10万対（図

1-2）では、栄10.5、戸塚9.9、南9.7、中7.8、金沢7.1の順でした。 

栄区の中学校では、2月4日（月）、中学校3年生3人が、麻しんの疑い、もしくは麻しんと同様の症状で欠

席したことにより、学校では、高等学校の入学試験を目前に控えている時期であることを考慮し、当該クラス

を2月5日（火）から2月8日（金）まで学級閉鎖にしました。 

表1 全国および近隣における麻しん報告数 

（2008年2月16日現在） 
 麻しん患者数 人口１０万対

全国 1,807 1.41

神奈川県 730 8.19

川崎市 35 2.55

横浜市 269 7.41

県域 （横浜市、川崎市除く） 426 10.91

横須賀市 （再掲） 279 66.21






